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PUBLIC INFORMATION

お持ち帰り用の市報を、地区公民館などに
設置しております。どうぞご利用ください。

とっとり市報 No.1064

鳥取市役所　
 0857ー22ー8111㈹
 0857ー20ー3040

〒680ー8571
（郵便物は郵便番号と課名のみで届きます）
本 庁 舎　尚徳町116番地
第二庁舎　上魚町39番地
駅南庁舎　富安二丁目138番地4

鳥取市ホームページ　
 http://www.city.tottori.lg.jp/

音声読み上げなどの支援機能があります

電子メール　
 kouhou@city.tottori.lg.jp

各総合支所　
国府  0857ー39ー0555
　　  0857ー27ー3064
福部  0857ー75ー2811
　　  0857ー74ー3714
河原  0858ー76ー3111
　　  0858ー85ー0672
用瀬  0858ー87ー2111
　　  0858ー87ー2270
佐治  0858ー88ー0211
　　  0858ー89ー1552
気高  0857ー82ー0011
　　  0857ー82ー1067
鹿野  0857ー84ー2011
　　  0857ー84ー2598
青谷  0857ー85ー0011
　　  0857ー85ー1049

携帯電話対応ホームページ　
 http://www.city.tottori.lg.jp/mobile/

鳥取市の人口
　男　：  92,543人 ［-   13］

　女　：  99,564人 ［-    2］

合　計：192,107人  ［-   15］

世帯数： 78,863     ［+  68］
平成27年11月1日現在［　］内は前月比
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　鳥取大学在学中から詩作を始め、文芸誌「砂丘街」詩誌「詩・
存在」「流刑地」同人を経て、昭和 43 年１月、小寺雄造氏、
池澤眞一氏、清水行人氏と季刊の詩誌「菱」を創刊。その発
行、編集に努める。以降、欠けることなく継続発行し、今秋
191 号となり、多くの詩人たちに強い影響を及ぼすとともに、
本市の文学の発展と振興に尽くした功績は非常に大きい。
　平成 11 年「鳥取県現代詩人協会」発足に伴い、その中枢
メンバーとして活動し、鳥取詩壇の充実、向上に尽力する。
　評論にも優れ、昭和初期にモダニズムの先駆者として活躍
した女流詩人 荘原照子の評伝は、現代詩史の欠陥を補うも
のとして高く評価され、氏は「菱」に 23 回にわたって連載、
新しい光をあてた。
　近年は「因幡五狐　桂蔵坊異聞」など、ふるさとに根ざし、
ふるさとを凝視しながら、そこに暮らす人々の生活を巧みに
謳いあげた作品は、重みと深い味わいがある。

　昭和 59 年岡垣幸得氏に師事、七宝を始める。最初は平面
的な七宝作品であったが、徐々に立体作品をめざし、それに
ともなう技術力を身につけてこられた。
　代表作の「花野」、「風香る」など、山野草や花を立体感あ
る図柄で浮かび上がらせた作品は、空気感、風、光、時間の
経過等、目に見えないものが表現されていて、幼少期を過ご
したふるさとの郷愁が感じられる。
　今年、第 25 回伝統工芸諸工芸部会展で最高賞である文部
科学大臣賞を受賞するなど、たゆまぬ研究と工夫を重ね、研
ぎ澄まされた技術から生みだされた作品は、高い評価を得て
おり、今後の活躍が大いに期待される。

　昭和 36 年東京都で生まれ、小学校 3 年生から両親の故郷 
八頭郡用瀬町（現鳥取市用瀬町）で育つ。幼少のころから家
族や叔母である洋画家の田中ひとえ氏の影響を受け、自然と
絵にかかわる道へ進む。
　中学校教諭として美術・芸術を指導する一方で、精力的に
創作活動に励み、優れた作品を次々に発表、公募展などで入選・
入賞を果たす。
　主に故郷の伝統行事「流し雛」や、幼少期の記憶などを題
材にした心象風景は、主人公である少女の強く繊細な心や、
鳥取の風土、空気感、時の流れなど様々な情景を表現した作
品として、高く評価されている。
　第 62 回行動展では、最高賞である行動美術賞を受賞する
など、本市の美術文化の振興に大きく貢献するとともに、今
後の活躍が大いに期待される。
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とっとり市報今月の表紙
光り輝く 200 万個のクラッシュグラス

　砂の美術館が贈る冬のイベント「光のアートフ
ェア 2015」の点灯式が 10 月 31 日（土）に行
われました。点灯式では、アートフェア PR 大
使に任命されたミス日本「グランプリ」芳
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奈さん、深澤市長の 3
人がカウントダウンをして一斉にライトアップ。
70 万球の青色 LED のイルミネーションや 200
万個のクラッシュグラスが光り輝く「青きジオの
世界」が会場内に広がりました。
　アートフェアにあわせて、砂の美術館内には、
キャンドルグラスに装飾するキャンドルアート

（1 個 300 円、1 日 300 人限定）や、クラッシ
ュグラスづくり（3 個 500 円、1 日 50 組限定）
の体験コーナーが設置されていますので、ご来場
の際には体験してみてください。
　光のアートフェアと第 8 期砂像展示は、来年
1 月 3 日（日）まで。クラッシュグラスを使用
した世界最大級のイルミネーションに、是非足を
運んでください。


